
 
 

腎臓を守るために 
 ～ 来年度からクレアチニン検査が始まります ～ 

 

来年度の定期健康診断から、血液検査にクレアチニンが追加されます。クレアチニンは「腎臓がどれ

だけ老廃物をろ過できているか」を見る数値です。これまでの尿検査で、たんぱく尿など「腎臓が 

傷つき始めたサイン」を拾ってきましたが、これらを組み合わせることで、慢性腎臓病（CKD）の早期

発見につながります。 

CKDは日本人の成人の約13%〜20%（5～8人に1人、推計で1,300万〜2,000万人）、 高齢になるほど割合

が高まり、65歳以上の約4人に1人（25.3%）、75歳以上では約3人に1人がCKDとされています。腎臓は

悪くなっても症状が出にくい臓器です。健診でのチェックが確実な気づきの機会になります。 

 

 

 
 

ＣＫＤ（慢性腎臓病）を防ぐためにできること 
 

腎臓は細い血管の集まりです。血管を守る生活がそのまま腎臓を守ります。高血圧・糖尿病・脂質異常

症などが長く続くと、腎臓の血管が疲弊し、ろ過能力が落ちて、進行すると透析に至る可能性もあります。 

 

血圧管理： 強い圧は血管を傷つけます 

血糖管理： 高血糖は血管を劣化させます 

水分摂取： 濃い血液は腎臓に負担をかけます 

 

水分の目安 
 

朝にコップ一杯、日中はのどが渇く前に少しずつ、暑い日・運動・入浴前は追加で補給しましょう。 
＊水分制限がある方は医師の指示を優先してください 
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